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第 1 章　保存活用計画策定の経緯と目的第 1 章　保存活用計画策定の経緯と目的

第 1 節　計画策定の沿革第 1 節　計画策定の沿革

昭和 59 年（1984） に河越館跡（第 1-1 図） が国史跡に指定されたことに伴い、 昭和

61 年（1986）に「河越館跡保存管理計画」（以下保存管理計画）を策定し、史跡の保存

管理の目標と方法が設定された。その後、平成 13 年（2001）に「史跡河越館跡整備基本

計画」（以下整備基本計画）が策定されたことで保存管理計画に基づく整備の方向性が整

理され、史跡整備に向けた発掘調査を継続的に実施することも定められた。そして、平成

18 年（2006）には「河越館跡史跡整備基本設計報告書」（以下整備基本設計報告書）が

策定され、それに基づき平成 19 年（2007）～平成 21 年（2009）に第 1 期整備工事が実

施され、平成 21 年（2009）11 月に河越館跡史跡公園が開園した。

このように、河越館跡のこれまでの整備は、保存管理計画と整備基本計画に基づいて行

われてきた。しかしながら、保存管理計画が策定されて 35 年以上、整備基本計画が策定

されて 20 年以上経過する中、社会や文化財保護行政をめぐる情勢は大きく変化した。た

とえば、文化財の積極的な活用を求める社会情勢や、平成 27 年度の補助対象事業の拡大

と「管理計画」から「活用計画」への策定計画名称の変更、平成 31 年（2019）度施行の

改正文化財保護法による保存活用計画の認定制度の導入等である。

社会と文化財保護行政に変化があった一方で、河越館跡の整備に伴う発掘調査の成果が

蓄積されたことにより、史跡指定当初とは異なる河越館跡の様相が明らかになってきてい

る。また、これまで川越市と川越市教育委員会が主体となって河越館跡の管理と整備、活

用、運営を行ってきたが、河越館跡を将来にわたって確実に保存し、活用してゆくために

は、地域住民や民間団体、行政が一体となって取り組むことも強く求められている。

以上の現状を踏まえ、河越館跡を将来にわたって確実に保存し活用していくために、新

たな方針と方法を定める必要が生じたため、今回の策定に至った。
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第 2 節　計画策定の目的と対象範囲第 2 節　計画策定の目的と対象範囲

Ⅰ．計画策定の目的
河越館跡 ( 第 1-1 図 ) は、中世武家政権を支えた在地領主の実態を究明する上できわめ

て重要な遺跡であり、中世から近世にかけて発展した川越市の歴史の起点とも言える。

このことから、河越館跡は川越市の歴史を理解する上で欠かすことのできないものと言

え、郷土の宝として将来にわたって適切な保存と管理を行う必要がある。さらに、「川越」

という地名発祥の地である河越館跡とその周辺を市民の誇りとして、末永く親しみをもっ

ていただくこと、かつ市外から訪れる観光客にその魅力を伝えるための活用を行うことも

求められる。これらを実現するには、地域住民や市内の民間団体などの理解と協力、そし

て協働が必要である。今回の計画は、こうした地域社会が一体となった河越館跡の保存活

用を実現するための基本方針とその方法をまとめたものである。

Ⅱ．計画の対象範囲
この計画の対象範囲は史跡の範囲だけでなく、史跡東側の上

う わ ど

戸小学校や史跡公園のため

の道路及び駐車場 ( 第 1-2 図 )、そして鎌倉街道堀兼道や上戸日枝神社等の関連要素も含

める ( 第 1-3 図 )。

史跡河越館跡史跡河越館跡
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第 1-1 図　川越市域と河越館跡の位置
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第 1-2 図　河越館跡指定範囲
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第 1-3 図　計画対象の位置

　中心地　|　 川越市上戸 付近

河越館跡

牛塚古墳

堂山遺跡
(中世墳墓)

上戸日枝神社
（新日吉社）

霞ヶ関遺跡
(入間郡家)

鯨井のヒイラギ
鯨井の万作

古海道東遺跡
(鎌倉街道)

市民の森
(鎌倉街道)

入間川

小畔川

八幡前・若宮遺跡
(東山道駅家)

花見堂遺跡
浅間下遺跡

天王遺跡

龍光遺跡
新田屋敷遺跡

鎌倉橋

名細市民センター

霞ケ関駅

的場駅

関越自動車道

西川越駅

入間川サイクリングロード

上戸小学校

鯨井中学校

川越西文化会館

0 1km1 : 20,000

坂戸市



5

第 3 節　計画策定に向けた検討体制と経過第 3 節　計画策定に向けた検討体制と経過
　

計画策定にあたり、河越館跡の保存、活用及び整備に係る附属機関である、川越市河越

館跡整備検討委員会において検討を行った。

本委員会は学識経験者によって構成され、オブザーバーとして文化庁文化財第二課及び

埼玉県教育局教育総務部文化財・博物館課が出席している。

川越市河越館跡整備検討委員会
浅野　晴樹　　（元埼玉県立嵐山史跡の博物館　学芸員）

内田　祥士　　（東洋大学福祉社会デザイン学部　教授）

落合　義明　　（大東文化大学文学部　教授）

小野　正敏　　（国立歴史民俗博物館　名誉教授）※令和 6 年 10 月 31 日まで

栗岡　眞理子　（埼玉県立歴史と民俗の博物館　館長）※令和 6 年 11 月１日から

小久保　徹　　（元埼玉県立さきたま資料館　副館長）

齋藤　慎一　　（江戸東京たてもの園　学芸員）

鈴木　　誠　　（東京農業大学グリーンアカデミー　校長）

田中　　信　　（元川越市立博物館　館長）

橋口　定志　　（元豊島区教育委員会　学芸員）

オブザーバー
文化庁文化財第二課

埼玉県教育局教育総務部文化財・博物館課

事務局
川越市教育委員会教育総務部文化財保護課

協議記録

期　日 議 事 内 容
令和 5 年 1 月 12 日（木） 史跡保存活用計画策定スケジュール、史跡保存活用計画案について
令和 5 年 5 月 11 日（木） 河越館跡整備スケジュール、史跡保存活用計画案について

令和 5 年 12 月 20 日（水） 史跡保存活用計画案、史跡整備および史跡保存活用計画策定のスケジュールに
ついて

令和 6 年 3 月 25 日（月） 史跡保存活用計画案、史跡保存活用計画策定のスケジュールについて
令和 6 年 6 月 19 日（水） 史跡保存活用計画案、史跡保存活用計画策定のスケジュールについて
令和 6 年 10 月 30 日（水） 史跡保存活用計画案について
令和 7 年１月 29 日（水） 史跡保存活用計画案について
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第４節　上位および関連計画と本計画の位置づけ第４節　上位および関連計画と本計画の位置づけ

保存活用計画は、「第四次川越市総合計画」をはじめ、教育・環境・景観等の関連計画

と密接に関わってくることから、諸計画と整合性を図る必要がある。そのため、以下で上

位計画における本計画の位置づけと、関連計画との関係性を確認する（第 1-4 図）。

Ⅰ．上位計画における史跡河越館跡の位置づけ
【第四次川越市総合計画（後期基本計画）】
令和 3 年（2021）に策定した「第四次川越市総合計画」では、市の将来都市像として

掲げた「人がつながり、魅力があふれ、だれもが住み続けたいまち　川越」を実現するため、

8 つの分野にわたる基本目標を定めている。このうち、河越館跡は「教育・文化・スポーツ」

の取組施策の 1 つとして、国指定史跡河越館跡の整備を図るとともに、川越の地名発祥

の地であることを広く周知し、市民等と協働し活用を図る方針を掲げている。また、史跡

が所在する名細地区は、市民生活や都市活動を支えるため、望ましい土地利用の誘導と地

域ごとの特性や魅力を生かした都市機能の集約化を目指している。その他、本計画では持

続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、生涯学習活動や公園・緑地の充実や自然共生、

地域コミュニティ活動の推進が掲げられている。

【川越市教育大綱】
令和 3 年（2021）に策定した「川越市教育大綱」では、基本理念「歴史と文化を感じ

ながら学びあい、豊かな心を育む　川越市の教育」のもと、7 つの施策の方針のうちの 1

つとして「5　文化財の保存・活用」を定めている。

【第三次川越市教育振興基本計画】
令和 3 年（2021）に策定した「第三次川越市教育振興基本計画」では、「生きる力を育

み未来を拓く川越市の教育」を基本理念に３つの目標を設定し、9 つの施策を掲げている。

このうち、「施策 9　文化財の保存と活用」では河越館跡の用地取得が完了した現状では、

史跡公園の全面整備に向けて、整備検討委員会の指導を受けながら発掘調査や整備方法、

ガイダンス施設の設計や公開の方法などを検討すること、庁内の関係部署と調整の上、地

元住民等への説明会の開催を必要としている。ただし、計画の 5 年間に特に力を注ぐ 3

つの重点施策の中に文化財に関するものは含まれていない。




